
1. マーケット・レート
3月4日 3月5日 3月6日 3月7日 3月8日 Net Chg

USD/BRL Spot     休場    休場 3.8390 3.8770 3.8660 -0.0110
BRL/JPY Spot     休場     休場 29.10 28.81 28.75 -0.06
EUR/USD Spot 1.1342 1.1308 1.1310 1.1183 1.1234 +0.0051
USD/JPY Spot 111.70 111.87 111.75 111.66 111.11 -0.55

6MTH(p.a.)      休場     休場 6.426 6.412 6.425 0.013
1Year(p.a.)      休場     休場 6.545 6.558 6.525 -0.033
6MTH(p.a.)      休場     休場 3.535 3.520 3.521 +0.001
1Year(p.a.)      休場     休場 3.638 3.640 3.651 +0.011

株式      休場     休場 94,216.88 94,340.19 95364.88 +1,024.69

CDS 159.03 162.32 163.80 165.70 164.38 -1.32

商品 181.095 181.896 181.230 180.871 180.672 -0.199

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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政府による年金改革推進は来週より本格スタート

政府は来週、年金改革法案を憲法遵守の観点から判断する下

院憲法司法委員会（CCJ）のメンバー5人を発表する。これは、

上下両院で憲法改正の審議を行うための第一歩であり、その

過程で同法案に変更が加えられる見通し。法案は同委員会で

の検討後、更に特別委員会での検討を経て、下院における議

会審議が始まる。先週は、マイア下院議長が下院での年金改

革法案の投票時期を当初の5月頃から6月頃と軌道修正するな

ど、後ろ向きな報道が散見された。しかし、今週に入るとゲデス

経財相が同法案の下院からの支持獲得にはあと48議席が必

要だと発言し、議会との関係が良好な状態にある旨をアピー

ル。来週以降の政府の動向に引き続き注目が集まる。
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• 今週のレアルは、世界経済の減退懸念が嫌気されリスクオフ姿勢が強まると一時2018年12月末以来となる3.90台まで下落。
• 今週前半はカーニバルで休場となり、6日（水）の午後1時から取引開始。レアルは3.8090で寄り付き、直後に週間高値3.7830

を付けるも、流動性が完全に回復しない中でPTAXの決定に伴うドル買い需要が散見されると、レアルは3.84台まで急落。週
後半にかけては、ECB理事会の慎重な内容を受けて世界的な景気減速が意識されリスクオフ姿勢が強まる中、レアル売りが
継続。2018年12月末以来の水準となる週間安値3.9010まで下落し、結局3.8660で週越した。

• 6日（水）発表のブラジル中銀によるアナリスト予想集計では、経済成長率予想は2019年は2.48%から2.30%へ下方修正され、
2020年は2.65%から2.70%へ上方修正された。インフレ率予想は2019年は3.85%、2020年は4.00%でそれぞれ据え置き。年末の
為替レートは2019年は3.70、2020年は3.75でそれぞれ据え置かれた。

• 7日（火）、欧州中央銀行（ECB）は理事会にて予想通り主要政策金利を据え置いた。2019年の経済・物価見通しが下方修正さ
れ、政策金利のフォワードガイダンスに関しても金利据え置き期間を従来の「少なくとも2019年の夏」から「少なくとも2019年末
まで」に先送りを発表。加えて、貸出条件付き長期資金供給オペ（TLTRO）の第3弾を今年の9月から実施する旨を発表する
等、全体的にハト派姿勢を強める内容となった。

• 8日（金）に発表された2月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数が2.0万人増と市場予想の18.0万人を大きく下回った。ハリ
ケーン被害のあった2017年9月以来の低水準であったことから米国景気減速懸念が高まり、米ダウ工業株30種平均は一時前
日比200ドル以上下落。ただし、平均時給に関しては市場予想（＋3.3%）を上回る前年比＋3.4%となり、失業率についても3.8%と
前月の4.0%から低下するなど、強弱の入り混じる内容となった。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.85－4.00

国 予想 実績 前回

ブラジル FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前月比) 1.15% 1.25% 0.07%

ブラジル FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前年比) 7.61% 7.73% 6.56%

米 非農業部門雇用者数変化 180k 20k 304k

米 民間部門雇用者数変化 170k 25k 296k

米 失業率 3.9% 3.8% 4.0%

米 平均時給(前月比) 0.3% 0.4% 0.1%

米 平均時給(前年比) 3.3% 3.4% 3.2%

米 労働参加率 63.2% 63.2% 63.2%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

米 3/11 小売売上高速報(前月比) Jan 0.00% -1.20%

ブラジル 3/11 自動車販売台数 Feb -- 199794

ブラジル 3/11 自動車生産台数 Feb -- 196767

ブラジル 3/12 IBGEｲﾝﾌﾚIPCA(前月比) Feb 0.30% 0.32%

ブラジル 3/12 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) Feb -- 3.78%

米 3/12 CPI(前月比) Feb 0.2% 0.0%

ブラジル 3/13 鉱工業生産(前月比) Jan -- 0.2%

ブラジル 3/13 鉱工業生産(前年比) Jan -- -3.6%

米 3/13 PPI 最終需要(前月比) Feb 0.2% -0.1%

米 3/13 耐久財受注(前月比) Jan P -0.8% --

ブラジル 3/14 小売売上高(前年比) Jan -- 0.6%

米 3/14 新築住宅販売件数 Jan 628k 621k

ブラジル 3/15 IBGEｻｰﾋﾞｽ部門売上高 前年 Jan -- -0.2%

米 3/15 JOLT求人 Jan -- 7335

米 3/15 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ Mar P 95.8 93.8

5.本日の主要経済指標 
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来週のレアルは軟調推移を予想する。国内では年金改革法案の承認に向けた政府の動きが本格化すると予想され、新政権の
閣僚による発言等に引き続き注目が集まる。国外市場では、ユーロ圏、中国を始めとした世界経済の成長減退が意識されリスク
オフ姿勢が強まっており、引き続きリスクを取りづらい状態が続こう。来週は米国の主要経済指標の発表が相次ぐ予定。米経済
の堅調さを探る上で市場の注目が集まる中、ネガティブサプライズによる市場のセンチメントのさらなる悪化には留意したい。


